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＜病棟連絡事項＞
・西病棟でコロナ陽性者発生した為、西病棟は立ち入り禁止となっています。

＜入院・入室状況＞
【入院】
・東　真人様：東Bユニット

【転出】
・種市　由次郎様：東Cユニット→南病棟
・村上　博昭様：東Aユニット→南病棟

＜患者様連絡事項＞
・高橋　桃子様～持参薬マグミットを当院処方へ切り替えとなっている。

・上関　孝三様～血糖値安定してきている為、血糖測定中止。また、血糖測定中止に伴
い、スライディングスケールも中止となる。

・高橋　桃子様～スマホ、万歩計の持参あり。小柳Drより使用許可あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。他室侵入や他者の私物弄りあり、時間早めて開放観察終了。室内では奇声・自傷行為・不潔行動無く経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～20：00～6：00　時間隔離中。飲水ペースが早く、声掛けを要している。対面時の表情の硬さはあるも攻撃性は無く、妄想に左右されたような言動も無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。食事は1/3～2/3でむせ込みも時折あり。臥床している時間が多い。まとまりに欠ける言動は持続している。呂律不良さあり。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・泉山　昌康様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。開放中は他者との交流見られている。易怒性無く、表情・口調も穏やか。開放観察終了時の入室も拒否は無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。10:00～14:00拘束解除し開放観察実施。特定患者様に対して一時的に口調を強めたり、粗暴的となる事がある為、介入要している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・北山　友子様～体温37.0前半で経過、酸素1L使用して酸素飽和度95％維持できている。湿性咳嗽しばしばみられ吸引して除痰する。意識レベル横ばいに経過。

・中村　和夫様～殆ど自室で臥床して過ごしている。飲酒要求は無い。

・竹林　忠志様～離脱症状や飲酒要求なく落ち着いている。																	
＜新入院患者様情報＞
日　　時：8月31日　13:52
  氏　　名：東　真人（ひがし　まさひと）様
　生年月日：昭和36年1月2日　61歳
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

＜経過＞
　現在父様と2人暮らし。初飲は24歳頃で、休日は昼から飲酒することもあった。16年
程前に母様が死去し、本人が仕事を終えてから家事行っていた。それが大変で飲酒して
いないとやっていられないようになり、同時期から飲酒量が増加。R3年頃から絶えず汗
をかくようになり、R4年春頃より身体のフラツキが出現。同年7月頃からは食事が1日
1食程度しか食べられなくなる。その後も体調が回復せず、高血圧症で通院しているう
しお内科の主治医より当院紹介され、本日初診。アルコール依存症治療プログラム目的
にてR4.8.31東病棟へ任意入院となる。
